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☆ 実施日時 ☆  平成２８年 ５月 ２５日（水）  １３：１５～１４：３０ 

                    

☆ テ ― マ ☆  「楽しく子育てしよう！家庭でのかかわり方や言葉のかけ方」 

  

☆  講  師 ☆  福島県立聾学校福島分校 教諭 小西真由美先生  

 

 

 

平成２８年度 

第１回 みみらんどセミナー 

「言葉の育ち」 
「親子が通じ合える楽しいやりとりの

ポイント」 
子供は、周囲の人との豊かなやり

とりを通して言葉の基礎を身につけ

ていきます。 

親子の共感関係が言葉の育ちの基

礎になります。子供の「言葉になら

ない言葉を読み取ることが大切で

す。  

※共感とは、自分が実際動かなくて

も、相手（子供）の動きや表情を通して、

相手（子供）と同じように「心の動きを

なぞる」ことです。 

 

 

 

 

 

〇内耳にある蝸牛で、音は電気信号

に変換され、脳に伝わります。 

 

〇蝸牛の中には有毛細胞があり、入

り口付近は高い音、奥付近は低い

音に反応します。 

 

〇中耳までの経路に障がいがあると

「伝音性難聴」、内耳以降だと「感

音性難聴」といいます。 

① 同じ気持ちで心を響かせましょう。 

② リズミカルな関わりを心がけまし

ょう。 

③ 音の世界を一緒に楽しみましょう。 

④ 声のおしゃべりを楽しみましょう。 

⑤ 笑顔や笑い声を大切にしましょう。 

⑥ 動作や表情を通して意味の通じ合

いを大事にしていきましょう。 

⑦ 声のやりとりを楽しみましょう。 

⑧ スキンシップ遊びをしましょう。 

⑨ まねっこ遊びを楽しみましょう。 

⑩ 繰り返しの遊びを楽しみましょう。 

⑪ オーバーリアクションでやりとり

を豊かにしていきましょう。 

⑫ 日常生活の何気ない場面で細やか

にかかわりましょう。 

⑬ 「指さし行動」には、共感的にかか

わりましょう。 

⑭ 共感的なかかわりを通して、視線を

合わせていきましょう。 

 

※具体的なかかわり方については、

資料があります。ご希望の方は 

ご連絡ください。 

 

 

 

 

 

◇参加者の皆様からの感想 

「子供との毎日の過ごし方や時間を

もっと大切にしていこうと思いまし

た。」 

「親子での楽しいやりとりの具体的

な内容や、それがなぜ、必要なのかを

学ぶことができました。」 

子供は、周囲の人との豊かなや

りとりを通して言葉の基礎を身に


